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川崎能楽堂
（申込多数の場合は抽選）
90名定員

川崎能楽堂
川崎市川崎区日進町1-37（JR川崎駅東口より徒歩5分）

会場

定員に満たない場合は締切後も申込
みを受け付けます。

7/4■木必着申込
締切

（鑑賞料・教材費を含む）
3,500円受講料

能とは何か、また、その面白さについてお
話します。能で使われる面や装束を見る
こともできます。
※お話の後には、子ども能楽教室の子どもた
ちによる発表会があります（観覧自由）。

仕舞、謡、笛、小鼓、大鼓、太鼓の実
技体験
※午前・午後どちらかお選びください

9：30～12：00（午前の部）/13：30～16：00（午後の部）
お話を踏まえたうえで、能「安達原」を
鑑賞します（＊シテ：鵜澤 光）。鑑賞後に
は質問コーナーがあります。
＊シテ…主役のこと

11：00開演（12：40終演予定）

大人も子どもも楽しめる、3日間のコースです。大人も子どもも楽しめる、3日間のコースです。

◉主催 「鵜澤久・夏休み能楽体験・鑑賞教室」を支える会、公益財団法人 川崎市文化財団

〒212-8554 川崎市幸区大宮町1310 ミューザ川崎セントラルタワー5階
TEL：044-272-7366（平日のみ／9：00～17：00）　FAX：044-544-9647

◉申込み・お問合わせ

公益財団法人 川崎市文化財団 夏休み能楽体験係

◉共催 川崎市
◉後援 川崎市教育委員会、「音楽のまち・かわさき」推進協議会

『能』は
700年近く昔からある
日本独自の演劇です。

能は日本の文化と歴史がひとつになった、すばらしい伝統芸術です。日本だけでなく世界の人々も
興味や関心をもっています。2001年にはユネスコの世界無形遺産に認定されました。
では、能とはどんなものか、自分の目で見て、声をだして、舞台で舞う。また、能でつかわれる楽器に

さわってみる。それが発見の第一歩です。最終日には、「安達原」を鑑賞します。さあ、この夏、能と
出会って700年分の日本を体験しましょう。

あだちがはら

（どなたでもご参加いただけます）
年齢制限なし対象

鑑賞鑑賞7/21日体験体験お話お話7/20土 7/28日
13：00～15：00（お話）

写真：昨年度の開催風景

あだちがはら

＊３日間のコースですが、お子様の付添い等で最終日の鑑賞のみを希望される方は鑑賞料3,000円となります。
＊貸出用の足袋はございますが、出来る限りご持参ください。
＊定員、内容等を変更する場合がございます。予めご了承ください。

能楽体験・鑑賞教室
第34回
2024年度夏休み

夏休みの自由研究にも最適



＊保護者、一般の方のご参加も歓迎します。
＊締切は7月4日（木）ですが、定員に満たない場合には締切後もお申込みを受け付けます。
＊締切後、お申込みいただいた方全員に受講に関するご案内をお送りします。
＊個人情報は、この教室の運営目的以外には使用いたしません。

〒
ご 住 所

お 名 前

ふ り が な

歳

お電話番号 （ ） （ ）FA X 番号

年 齢

下記のフォームにご記入のうえ、上記のFAX番号までお送りください。通常ハガキでもお申込みを受け付けます。
また、川崎市文化財団ウェブページからも申込めます。2名以上同時に申込みされる場合はお名前、年齢等カンマで区切ってご記入
ください。

FAX 044-544-9647（川崎市文化財団）お申込み先

予定講師 体験のときに指導してくださる先生方です。

観世流シテ方能楽師 銕仙会
鵜澤 雅（父）、観世寿夫、八世
観世銕之丞に師事。3歳で初舞台
「猩々」、13歳で初シテ「吉野天人」。
「乱」「石橋」「道成寺」「檜垣」「姨捨」
など演能多数。平成16年重要無形
文化財総合指定。平成17年川崎市
市民文化賞受賞。平成30年第40回
観世寿夫記念法政大学能楽賞受
賞。川崎市市民文化大使。

鵜澤　　久（重要無形文化財総合指定）
鵜澤　　光（重要無形文化財総合指定）
藤田　貴寛
鳥山　直也（重要無形文化財総合指定）
佃　良太郎（重要無形文化財総合指定）
徳田　宗久（重要無形文化財総合指定）

■仕舞・謡

■笛
■小鼓
■大鼓
■太鼓

観世流シテ方
観世流シテ方
一噌流笛方
観世流小鼓方
高安流大鼓方
観世流太鼓方

うざわ ひさ
鵜澤 光
観世流シテ方能楽師 銕仙会
鵜澤 雅（祖父）及び 鵜澤 久
（母）、九世観世銕之丞に師
事。3歳で初舞台「老松」13歳
で初シテ「猩々」。「石橋」「猩々
乱」「道成寺」など演能多数。令
和2年重要無形文化財総合指
定。大学などでの講演、海外公
演、海外でのワークショップ、
一般の能楽愛好者へのレッスンも行っている。

うざわ ひかる
鵜澤 久

ひ がき おばすて

能楽体験・
　鑑賞教室

第34回
2024年度夏休み

写真：昨年度の開催風景

ウェブページQRコード

28日（日） 鑑賞のみ参加（¥3,000）
保護者名：

お子様のみご参加される場合、1日目・2日目の保護者の方の付き添いはお子様1名に
つき1名無料ですが、3日目「鑑賞」の客席内に入られる際は、保護者の方も3,000円の
鑑賞券が必要です。右記空欄にお名前をご記入ください。

「安達原」のあらすじ…
鑑賞の演目について

紀州（今の和歌山県）熊野の修行僧が、諸国を歩いて旅する途中で、奥州安達原（今の福島県安達太良山麓）にたどりつき、女が一人で住

む荒野の一軒家に宿を借ります。女は枠桛輪で糸を繰りながら若かった昔のことや、生きるつらさをしみじみと語りうたいます。やがて夜

もふけて寒さが増すと、閨（寝室）の中を決してのぞかないようにと僧たちに念をおして、女は山へ薪を取りに出かけます。しかし、その様子

をあやしいと思った僧の従者が、閨をのぞいてしまいます。すると、中には人の死骸が山のように積まれていました。この家が鬼のすみかだ

と知った僧たちは驚いて逃げ出します。ほどなくして、約束を破られたことに気付いた女が、鬼女の本性をあらわして追いかけてきました。

僧たちが力をふりしぼって一心に祈ると、鬼女はついに祈りふせられ力も尽きて、夜嵐の中に姿を消してしまったのでした。

　　  き しゅう　　　　　　　　　　　　　　くま  の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おうしゅうあだちがはら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　わく かせ  わ　

                                                              ねや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たきぎ

21日（日）　午前  ・  午後  ・  どちらでも可

体験を希望する時間帯（午前・午後・どちらでも可のいずれか）に○をつけてください。

cm

足袋の貸出を希望する方は
サイズをご記入ください。
※出来る限り足袋はご持参くださいますよう
　お願い申し上げます 。


